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意志決定型社会科授業を創造するための授業評価モデル
-GTMAとポートフォリオを組み込んだ小学校社会科授業分析による評価-
Teaching Evaluation Model to Develop a Social Studies Class Focused on Decision-making: 



































































































































































































































































































































































I 買 い もの調 べたをまとめ気づい たことを話し合う




IV自分が調 べたいJ百種を決 め調べる計画 を立てる
V 庖種別 に見学 し， 課題を解決するための追究を行
VI う (本時 6/10)
vn閉じ庖を追究した仲 間と、庖の工夫について話し合
い、庖の特長をつかむ




X 庄長になると したら， どんな!苫を出すか提案し，追











3，話 し合 い の進め方について確認する


























表 1 指導案の目標分析 (筆者作成)
下位カテ 学習指導要領に示されてい 指導案に表れている習得さ
ゴリ ー る習得させたい内容 せたい内容
0地域には販売に関する仕 0すべての児童に買い物経

















































































































































































































????? ?? ?? ?
僕はネットスーパーだと思う 1スーパーよ
ネットスーパーは24時間営業 |品数， 24時 |りも売って |接客サー
G 1:';/ _:" 0 '~::. .'，'::-:- I ~~:;:'"..~'" 1':，'":/;';-，.:' ， スーパーマーケットよりも |間営業 |おいる品数 lビス
売ってる品数が多い 1 が多い
僕はネットスーパーだと思いま ， ，家でも 24 1 ， ~~_= _ e.':.，::-~ ，接客サー
H 1す理由は家で物が買えるし， 2 1自宅で買え4時間買え 1';:司
4時間やっているからです Iる
僕はコンビニエンスストアだと思 ， ~ . "~..= ，待たずにす
1 I市理由は24伽川24時間営 |1 ~ 't~"<j I I3 J ~ぐに食べれ |利便性
るし，買ったらすぐに食べれるか |業，近く | 
らです
|私はスーパーマーケッ トだと思い ，. +"'.， ，.. ''+'''"BJ.'' ， ， ";，:，':，:"~~:"，:，" :.~./: :...:::::-:'~':， ，駐車場，広 |駐車場が広 |顧客サーJ ます.駐車場が広いしJ苫のなかも ， ~-:-~~'" ，_ ， ~~ ~".. ，_ ， 1"'" "'.L"'P"l/fi'~"~' ~''-'V/'"N U 1し、 |し、 |ビス

















お!苫よ り話を聞いてくれて， 商庖街， より話を聞 顧客と
L それでいろいろ買いやすいか すぐに買 いてくれ の対話




す 理由は商品は少ないけれ 安さ， 24 人が多く来 営業時





















































人 53 一番 91更手Ij 3 
1苫 36 グループ 9大学生 3 
二又、』ーノ毛」ー
33 種類 8カード 3 マーケット
コンビニエ 18 時間 7メモ 3 ンスストア
お客 17 安い 7営業 3 
ネット 17 持兵 6薬 3 
ス トア 11 主婦 6料 理 3 
ドフ ッグ 10 年寄り 5お母さん 3 
商 j苫 10 反対 5ノ号ソコン 3 





表 3-2 頻出語リスト(教師) (筆者作成)
抽出語
出現 抽出語 出現 抽出語 出現
回数 回数 回数
人 33丸 6意見 3 
庖 26グループ 5一生懸命 3 





特徴 10商庖 4全部 3 
一番 7カー ド 3秘密 3 
コンビニエ
¥ ¥ ドラッグ 6ンスストア 3 ¥ 、


























o _分1(7.7混) 2 


































































































































































































予 断 によ |庖長としてのよてど土 I '，':'::::~ ~ ，.， 1_"，_"，【商庖】







































































表5 分析によるカテゴリーの意味 (筆者作成) 児童は日常経験から知っているということである.
授業構想で示すカテゴリーと意味 分析した授業のカテゴリーと意味
力子コ"9- 意 味 カ予コ"9- 意 味
品質に見合った価格で、 商庖以外は遅くまで開
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